
























































































そして、館のオープン 5 年半後の昭和61 年 5 月
に全体を展示替えしました。最初の展示の展示装
阻の一部は現在も 2 階ロピーに罹いてあります。
現在の展示は「水と雷氷の世界」というテーマ
で、わたしたちの珠らしの中でなくてはならない
水と、富山での冬の生活で絶対にはなれることの
できない雷や氷について、科学の目をとおして紹
介しています。また、これらの水の展示を通して、
より広く科学の世界の楽しさを紹介しています。
水も、 雷や氷も、化学式で料くと同じ出0 です。
つまり、ここは全国の博物館の中でもあまり例の
ない、水 ・出0 の展示室なのです。
最初のコーナーは、水を科学するコーナーです。
ここでは、水そのものの物理的 ・化学的な性質の
ほか、水を使って、液体の性質も紹介しています。
水の流れで静遁気を起こす水滴発屯装沼や、水の
屯気分解装沼などいろいろあります。
まん中の部分は水と遊ぶコーナーです。水では
かる1本煎計や、超音波を使って波紋を作る装骰な
どがあります。また、その横には気象衛品「ひま
わり」から雲の画像を受信する装骰や昭和26 年か
らの出・山の天気を調ぺることのできる天気調ペコ
ンピュータもあります。
一番奥は、宙と氷のコ ーナーです。美しい雷の
結品のでき方や氷の性質などを調ぺることができ
ます。ここでは、富山の雷の特長なども紹介して
あります。
最後に、もうすぐ自然史展示室と理工展示室の
展示替えの設計を始める予定です。新しい展示の
中では、開館してからこれまでに集めた富山の自
然についての森料や研究成果が、栢本や装沼、解
説パネル、そして、ピデオやパソコンなどの梢報
機器を利用してふんだんに紹介されます。
そして、これらの展示をとおして、富山の自然に
関する情報と共に、外からは見えない学芸員の査
料集めや研究などの仕事も知ることができます。
（ほうのき ひではる 化学担当学芸員）
